
テ
ロ
の
季
節 

 

サ
ウ
ジ
で
は
、
四
月
に
入
る
と
治
安
部
隊
と
テ
ロ
リ
ス
ト
・
沙
漠
の

さ
そ
り
と
の
衝
突
が
一
層
激
し
さ
を
増
し
た
。 

 

沙
漠
の
さ
そ
り
は
、
計
画
通
り
、
四
月
末
、
そ
し
て
五
月
に
は
、
厳

重
な
警
戒
網
を
出
し
抜
い
て
、
原
油
価
格
を
更
に
押
し
上
げ
る
過
激
な

テ
ロ
事
件
を
首
都
リ
ヤ
ド
、
紅
海
に
面
し
た
工
業
都
市
ヤ
ン
ブ
ー
、
東

部
油
田
地
帯
の
要
、
ア
ル
コ
バ
ー
ル
で
相
次
い
で
引
き
起
こ
す
こ
と
に

成
功
す
る
。 

 

正
に
テ
ロ
の
季
節
の
到
来
だ
っ
た
。 

 

慎
太
郎
と
ス
ル
タ
ン
が
頻
繁
に
会
う
よ
う
に
な
っ
た
四
月
上
旬
に

は
、
サ
ウ
ジ
治
安
当
局
と
テ
ロ
の
間
の
銃
撃
戦
が
何
回
か
あ
っ
た
。 

四
月
五
日
に
は
、
リ
ヤ
ド
東
部
地
区
で
治
安
部
隊
が
不
審
な
車
を
追

跡
し
て
、
乗
っ
て
い
た
テ
ロ
リ
ス
ト
一
人
を
射
殺
、
一
人
に
重
傷
を
負

わ
せ
た
。
四
月
一
二
日
に
は
、
同
じ
く
リ
ヤ
ド
東
部
地
区
で
テ
ロ
リ
ス



ト
一
人
を
射
殺
し
た
。
こ
の
時
に
は
治
安
部
隊
に
も
一
人
死
者
が
出
て

し
ま
っ
た
。 

そ
し
て
、
翌
一
三
日
に
は
、
リ
ヤ
ド
と
カ
シ
ー
ム
を
繋
ぐ
道
路
上
で
、

不
審
車
両
に
乗
っ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
が
機
関
銃
で
警
官
四
人
を
殺
害
し

た
。
こ
の
一
三
日
の
銃
撃
戦
で
は
、
警
察
側
は
不
審
車
両
の
拘
束
に
成

功
し
て
い
る
。
テ
ロ
リ
ス
ト
は
合
計
三
台
の
車
を
使
っ
て
自
爆
テ
ロ
を

計
画
し
て
い
た
よ
う
で
、
二
台
の
車
に
は
大
量
の
爆
発
物
、
一
台
の
車

に
は
大
量
の
武
器
が
積
み
込
ま
れ
て
い
た
。 

五
日
後
の
一
八
日
に
は
、
今
年
の
二
月
一
四
日
に
七
〇
〇
万
リ
ヤ
ル

の
報
賞
金
を
付
け
て
探
し
て
い
た
、
爆
発
物
を
搭
載
し
た
G

M
サ
バ

ー
バ
ン
が
リ
ヤ
ド
南
部
で
発
見
さ
れ
た
。 

ま
た
、
同
日
に
は
、
治
安
部
隊
が
一
三
日
の
警
察
官
殺
害
に
関
係
し

た
八
人
の
テ
ロ
リ
ス
ト
を
拘
束
す
る
こ
と
に
成
功
し
三
台
の
爆
弾
を

積
ん
だ
車
を
押
収
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
車
に
は
一
ト
ン
を
超
え
る
爆
発

物
が
積
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
治
安
部
隊
は
、
一
九
日
に
も
、
さ

ら
に
二
台
の
車
両
を
押
収
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
サ
ウ
ジ
政
府
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
自
爆
テ
ロ
計
画
を
事



前
に
阻
止
し
た
か
に
見
え
、
慎
太
郎
も
押
収
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
の
数
の

多
さ
に
は
懸
念
を
持
っ
た
も
の
の
、
概
ね
思
っ
た
通
り
の
展
開
に
安
堵

し
て
い
た
。 

 

そ
ん
な
中
の
、
四
月
二
一
日
の
昼
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

突
然
、
三
友
商
事
リ
ヤ
ド
支
店
の
ビ
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
が
ビ
リ
ビ
リ
と

音
を
立
て
て
振
動
し
た
。 

慎
太
郎
は
、
直
ぐ
に
警
備
員
の
ハ
リ
ド
に
電
話
を
入
れ
た
が
、
ハ
リ

ド
も
何
が
起
こ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
。
ハ
リ
ド
の
前
の
ド
ア
も

激
し
く
振
動
し
た
と
言
っ
て
い
た
。
事
務
所
内
で
こ
の
よ
う
に
身
の
危

険
を
感
じ
た
の
は
、
赴
任
以
来
、
始
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。 

慎
太
郎
は
、
直
ぐ
に
、
デ
ス
ク
と
応
接
セ
ッ
ト
を
ド
ア
の
内
側
に
置

き
ド
ア
が
開
か
な
い
よ
う
に
し
た
。
事
務
所
に
対
す
る
攻
撃
が
あ
っ
た

と
は
思
え
な
い
が
、
念
に
は
念
を
入
れ
た
方
が
良
い
と
思
っ
た
か
ら
だ

っ
た
。
し
か
し
、
四
階
に
あ
る
彼
の
部
屋
の
窓
か
ら
、
下
を
見
て
み
た

が
大
き
な
動
き
は
見
ら
れ
無
か
っ
た
。
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
は
、
い

つ
も
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
今
度
は
、
何
台
も
の
パ
ト
カ
ー
が
内
務
省
の



方
向
に
走
っ
て
行
く
の
が
見
え
た
。
続
い
て
、
消
防
車
、
救
急
車
が
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
っ
て
行
っ
た
。
た
ち
ま
ち
、
通
り
は
、
車
の
流

れ
が
悪
く
な
っ
た
。 

 

慎
太
郎
は
極
度
に
緊
張
し
て
い
た
。
額
に
は
脂
汗
が
流
れ
た
。 

一
体
何
が
起
こ
っ
た
の
だ
。 

す
る
と
慎
太
郎
の
携
帯
電
話
が
鳴
っ
た
。
慎
太
郎
が
携
帯
を
耳
に
あ

て
る
と
オ
ス
マ
の
声
が
し
た
。 

「
ミ
ス
タ
ー
・
イ
ケ
ナ
ミ
、
内
務
省
の
交
通
警
察
ビ
ル
が
自
爆
テ
ロ
に

襲
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
B

B

C
で
も
放
送
し
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
、

テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
見
て
下
さ
い
」 

「
有
難
う
オ
ス
マ
」 

 

と
言
っ
て
、
慎
太
郎
は
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
B

B

C
に
チ

ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
た
。 

そ
こ
に
は
、
静
止
画
像
だ
っ
た
が
、
丁
度
生
生
し
い
事
故
現
場
の
様

子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。 

交
通
警
察
ビ
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
は
全
て
割
れ
、
幾
つ
か
の
窓
は
破
壊
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
映
像
か
ら
車
は
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
爆
発
し
た
も



の
と
思
わ
れ
た
。
建
物
の
脇
で
あ
れ
ば
、
恐
ら
く
交
通
警
察
ビ
ル
は
半

壊
と
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
分
、
周
囲
の
ビ
ル
に
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
い
つ
も
な
が
ら
、
B

B

C
の
報
道
は
早
い
。 

 

そ
の
後
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
付
近
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
窓
ガ
ラ
ス
も
皆

粉
々
に
割
れ
周
囲
に
飛
散
し
た
。
付
近
の
住
民
は
慌
て
て
表
に
飛
び
出

し
た
が
、
警
察
に
自
宅
に
戻
る
よ
う
促
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
治
安
の
総
本
山
で
あ
る
内
務
省
の
交

通
警
察
ビ
ル
に
対
す
る
自
爆
テ
ロ
に
成
功
し
た
。
こ
の
テ
ロ
事
件
で
テ

ロ
リ
ス
ト
二
人
が
爆
死
し
た
。
サ
ウ
ジ
側
に
は
治
安
関
係
者
二
人
を
含

む
六
人
の
死
者
、
そ
れ
に
一
四
八
人
に
及
ぶ
負
傷
者
が
出
た
。 

 

交
通
警
察
ビ
ル
は
、
内
務
省
本
部
の
ビ
ル
か
ら
は
か
な
り
離
れ
て
は

い
た
が
、
リ
ヤ
ド
中
心
部
に
あ
り
、
市
民
の
不
安
は
急
速
に
高
ま
っ
て

い
っ
た
。 

政
府
の
ビ
ル
、
一
流
ホ
テ
ル
、
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
銀
行
、
大
使
館
な
ど
市
内
の
主
要
施
設
の
警
戒
は
よ
り
厳
し



く
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
に
よ
っ
て
は
、
八
〇
〇
万
円
以
上
も
す
る
爆
弾
探

知
機
を
導
入
し
た
り
、
警
備
員
、
治
安
担
当
者
の
数
を
増
加
し
た
り
し

た
。
慎
太
郎
の
住
ん
で
い
る
フ
ァ
イ
サ
リ
ア
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
治
安
体

制
も
よ
り
厳
格
と
な
っ
た
。
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
で
は
、
警
備
員
、
治
安
担

当
者
の
巡
回
頻
度
を
高
め
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
位
置
を
建
物
か

ら
よ
り
離
し
た
と
こ
ろ
も
出
て
き
た
。 

 

治
安
の
中
枢
を
攻
撃
さ
れ
た
サ
ウ
ジ
政
府
の
威
信
は
著
し
く
傷
つ

い
た
。 

サ
ー
ド
皇
太
子
、
ト
ル
キ
航
空
国
防
相
、
ナ
イ
フ
内
相
、
サ
ウ
ド
外

相
は
、
テ
ロ
攻
撃
を
激
し
く
非
難
し
テ
ロ
の
一
掃
を
宣
言
し
た
。 

ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
を
始
め
と
す
る
西
側
諸
国
の
首
相
、
外
相
か
ら

も
、
テ
ロ
を
非
難
し
テ
ロ
と
対
決
す
る
と
の
姿
勢
が
表
明
さ
れ
た
。 

 



サ
ウ
ジ
治
安
当
局
は
、
各
地
で
よ
り
厳
し
い
捜
索
を
開
始
し
た
。 

 

翌
二
二
日
の
夜
に
は
、
ジ
ェ
ッ
ダ
で
治
安
部
隊
と
テ
ロ
リ
ス
ト
の
間

で
激
し
い
銃
撃
戦
が
あ
っ
た
。 

治
安
部
隊
が
テ
ロ
リ
ス
ト
六
人
の
乗
っ
た
車
を
ジ
ェ
ッ
ダ
北
東
部

で
発
見
し
、
こ
れ
を
追
跡
し
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
逃
げ
込
ん
だ
メ
ッ

カ
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
近
く
の
ウ
ム
・
ア
ル
ク
ラ
通
り
に
面
し
た
ビ
ル
を
取

り
囲
み
、
テ
ロ
リ
ス
ト
と
交
戦
し
た
の
だ
。 

警
察
は
、
ビ
ル
の
周
囲
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
封
鎖
し
、
テ
ロ
対
策
特

殊
部
隊
の
到
着
を
待
っ
た
。
一
時
間
後
に
特
殊
部
隊
が
到
着
し
四
〇
分

間
、
銃
撃
戦
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
銃
撃
戦
で
四
人
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が

射
殺
さ
れ
た
。 

 

同
日
、
ブ
ラ
イ
ダ
で
も
テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
交
戦
が
あ
り
、
治
安
部
隊

か
ら
二
人
の
重
傷
者
が
出
た
。
治
安
部
隊
は
、
こ
の
捜
索
で
弾
薬
一
万

発
を
押
収
し
た
。 

さ
ら
に
、
リ
ヤ
ド
東
部
で
は
二･

八
ト
ン
の
爆
発
物
を
搭
載
し
た
車

両
を
二
つ
押
収
し
た
。
ま
た
、
リ
ヤ
ド
北
東
部
の
オ
イ
ヤ
イ
ナ
を
治
安



部
隊
が
急
襲
し
テ
ロ
リ
ス
ト
を
捜
索
し
た
。 

メ
ッ
カ
で
も
治
安
部
隊
は
二
軒
の
隠
れ
家
か
ら
、
弾
丸
一
〇
〇
〇
発

を
入
れ
た
箱
を
五
つ
、
弾
丸
七
五
〇
発
を
入
れ
た
箱
を
二
つ
発
見
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
二
三
日
に
は
、
治
安
部
隊
が
再
び
ジ
ェ
ッ
ダ
で
二
人
の
テ

ロ
リ
ス
ト
を
射
殺
し
た
。 

 

原
油
価
格
は
、
三
月
十
七
日
に
イ
ラ
ク
戦
争
直
前
の
高
値
を
更
新
し

た
後
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
四
月
五
日
に
は
三
四
ド
ル
強
ま
で
低

下
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
サ
ウ
ジ
の
治
安
悪
化
、

イ
ラ
ク
情
勢
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
ジ
リ
ジ
リ
と
上
昇
を
始
め
て
い
た
。 

イ
ラ
ク
で
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
終
結
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
て
い
た
が
、

相
変
わ
ら
ず
武
装
勢
力
の
抵
抗
が
続
い
て
い
た
。 

加
え
て
、
四
月
五
日
に
シ
ー
ア
強
硬
派
の
サ
ド
ル
師
が
徹
底
抗
戦
を

叫
ん
で
か
ら
、
イ
ラ
ク
各
地
で
イ
ラ
ク
政
府
軍
・
駐
留
軍
と
サ
ド
ル
系

民
兵
組
織
マ
ハ
デ
ィ
軍
と
の
間
で
戦
闘
が
続
い
た
。
フ
セ
イ
ン
前
大
統

領
の
出
身
地
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
、
シ
ー
ア
派
の
本
拠
地
ナ
ジ
ャ
フ
に
お
け

る
戦
闘
が
特
に
激
し
か
っ
た
。 



 
こ
れ
ら
の
混
乱
を
受
け
、
原
油
価
格
は
四
月
下
旬
に
は
三
七
ド
ル
台

と
な
り
、
三
月
十
七
日
の
高
値
三
八
・
一
八
ド
ル
を
更
新
す
る
勢
い
に

な
っ
た
。
ま
た
、
悪
い
こ
と
は
重
な
る
も
の
で
米
国
で
は
ガ
ソ
リ
ン
在

庫
の
低
水
準
が
続
い
て
い
た
。 

 

サ
ウ
ジ
政
府
の
サ
ウ
ジ
全
土
に
及
ぶ
懸
命
な
捜
査
が
行
わ
れ
る
中
、

今
度
は
、
紅
海
に
面
し
た
工
業
都
市
ヤ
ン
ブ
ー
で
、
ま
る
で
捜
査
を
嘲

(

あ
ざ
け)

る
よ
う
に
、
お
ぞ
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
た
。 

 

五
月
一
日
土
曜
日
の
早
朝
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

四
人
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
米
国
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
・
ラ
ミ
レ

ス
社
を
襲
い
、
同
社
の
社
員
五
人(

米
国
人
二
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
二
人
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
一
人)

と
国
家
警
備
隊
員
一
人
を
射
殺
し
た
上
、

犯
行
に
使
用
し
た
ト
ヨ
タ
・
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
に
米
国
人
の
死
体
を

縛
り
付
け
て
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
引
き
吊
り
回
し
た
。
若
い
テ
ロ
リ

ス
ト
は
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
銃
を
か
ざ
し
空
中
に
向
か
っ
て
何
度
も



発
砲
し
た
。 

テ
ロ
リ
ス
ト
達
は
、
口
々
に
、 

「
ア
ラ
ー
フ
・
ア
フ
バ
ル(

ア
ラ
ー
は
偉
大
な
り)

」 

「
ラ
イ
ラ
ハ
・
イ
ラ
ラ
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
ス
ル
ー
ラ(

ア
ラ
ー
以
外

に
神
は
無
し
。
モ
ハ
メ
ッ
ド
は
最
後
の
預
言
者)

」 

 

と
叫
ん
で
い
た
。 

 

テ
ロ
リ
ス
ト
の
内
、
三
人
は
石
油
化
学
会
社
の
従
業
員
で
自
分
の
身

分
証
明
書
を
使
用
し
て
中
に
入
り
残
る
一
人
を
非
常
口
か
ら
導
き
い

れ
た
。
そ
し
て
、
中
で
沿
岸
警
備
隊
の
制
服
を
着
用
し
犯
行
に
及
ぶ
と

い
う
巧
妙
な
手
口
だ
っ
た
。 

犯
人
達
は
、
死
体
を
置
き
去
り
に
し
て
逃
走
し
よ
う
と
し
た
が
、
一

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
逃
げ
た
と
こ
ろ
で
、
治
安
部
隊
と
衝
突
し
二
人

は
そ
こ
で
射
殺
さ
れ
た
。
残
る
二
人
は
、
沿
岸
警
備
隊
の
ジ
ー
プ
を
盗

み
逃
走
し
よ
う
と
し
た
が
、
治
安
部
隊
に
発
見
さ
れ
銃
撃
戦
と
な
り
結

局
二
人
と
も
射
殺
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
他
に
警
察
官
を
中
心
と

し
て
一
九
人
の
負
傷
者
が
出
た
。
ま
た
、
治
安
部
隊
か
ら
も
二
名
の
死

者
が
出
た
。 



 
慎
太
郎
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
時
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
用
意
周

到
さ
、
そ
し
て
テ
ロ
リ
ス
ト
予
備
軍
の
裾
野
の
広
さ
に
改
め
て
驚
か
さ

れ
た
。
厳
重
な
警
備
網
を
か
い
く
ぐ
っ
て
の
犯
行
は
脅
威
だ
っ
た
。
い

か
に
タ
イ
ト
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
敷
い
て
も
、
内
部
か
ら
の
同
調
者
が

い
た
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。 

フ
ァ
イ
サ
リ
ア
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
受
付
や
そ
の
他
の
従
業
員
が
テ
ロ

リ
ス
ト
と
内
通
し
て
い
る
こ
と
も
皆
無
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
と
空
寒
い
も
の
が
あ
っ
た
。 

 

慎
太
郎
は
、
ス
ル
タ
ン
や
林
の
お
蔭
も
あ
り
、
よ
う
や
く
、
本
社
の

直
接
の
上
司
で
あ
る
石
渡
専
務
を
リ
ヤ
ド
に
呼
ぶ
環
境
を
整
え
て
き

た
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
こ
の
ヤ
ン
ブ
ー
石
油
企
業
襲
撃
事
件
の
発
生
は
、

慎
太
郎
に
再
考
を
迫
っ
た
。 

な
ん
と
か
石
油
大
臣
と
石
渡
を
会
わ
せ
る
段
取
り
が
出
来
そ
う
だ

っ
た
の
に
、
こ
れ
で
は
石
渡
を
呼
ぶ
こ
と
は
出
来
な
い
と
慎
太
郎
は
地

団
太
を
踏
ん
だ
。 

と
こ
ろ
が
、
慎
太
郎
が
、
週
明
け
に
事
情
を
詳
細
に
報
告
し
、
石
渡



の
サ
ウ
ジ
招
聘
を
断
念
す
る
意
向
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
意
外
に
も
、
石

渡
は
是
非
サ
ウ
ジ
の
招
聘
に
応
え
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

石
渡
は
、
慎
太
郎
の
リ
ヤ
ド
で
の
努
力
、
苦
労
が
よ
う
や
く
実
ろ
う

と
し
て
い
る
の
に
、
行
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
ま
で
言
っ
て
く

れ
た
。 

慎
太
郎
は
、
そ
の
気
持
ち
が
嬉
し
か
っ
た
。 

 

日
本
大
使
館
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
時
期
に
リ
ヤ
ド
に
来
る
こ
と
を

極
力
控
え
る
よ
う
警
告
が
出
さ
れ
て
は
い
た
が
、
慎
太
郎
に
は
林
と
い

う
強
い
見
方
が
居
た
の
で
助
か
っ
た
。 

こ
ち
ら
の
方
は
難
な
く
パ
ス
し
た
。 

 

慎
太
郎
は
、
六
月
中
旬
に
石
渡
を
呼
ぶ
方
向
で
調
整
に
入
っ
た
。 

そ
う
な
る
と
、
リ
ヤ
ド
支
店
も
全
店
を
上
げ
て
協
力
体
制
を
敷
い
て

く
れ
た
。
や
は
り
、
東
京
本
社
か
ら
重
役
が
来
る
と
い
う
の
は
大
変
な

こ
と
だ
っ
た
。
し
か
も
、
石
渡
は
時
期
社
長
の
最
右
翼
と
の
噂
が
あ
り
、

佐
々
木
支
店
長
も
気
が
気
で
は
な
か
っ
た
。 



原
油
価
格
は
、
ヤ
ン
ブ
ー
事
件
を
受
け
、
五
月
三
日
に
は
三
八
・
二

一
ド
ル
と
な
り
、
イ
ラ
ク
戦
争
時
の
高
値
を
更
新
し
た
三
月
十
七
日
の

三
八
・
一
八
ド
ル
を
あ
っ
さ
り
と
超
え
て
し
ま
っ
た
。 

更
に
、
五
月
一
二
日
に
は
四
〇
・
七
七
ド
ル
と
な
り
、
湾
岸
戦
争
時

の
高
値
四
〇
・
四
二
ド
ル
を
も
更
新
し
て
史
上
最
高
値
を
記
録
し
た
。 

そ
し
て
、
そ
の
後
も
上
昇
を
続
け
、
十
七
日
に
は
四
一
・
五
五
ド
ル

と
な
っ
た
。 

 

原
油
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
時
に
は
、
い
つ
も
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
は
上
機

嫌
だ
っ
た
。
他
方
、
植
木
は
浮
か
ぬ
顔
を
し
て
い
た
。 

植
木
が
浮
か
ぬ
顔
を
し
て
い
た
の
は
、
も
と
も
と
植
木
が
原
油
価
格

は
低
廉
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
持
論
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

植
木
の
勤
め
て
い
る
国
際
石
油
・
ガ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
が
二
年

に
一
回
開
催
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
閣
僚
級
会
合
で
あ
る
国
際

石
油
・
ガ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
事
務
方
で
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
五
月
二
二

日
か
ら
二
四
日
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
る

予
定
の
第
九
回
国
際
石
油
・
ガ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け
て
、
消
費
国
の



閣
僚
を
中
心
と
し
て
徐
々
に
高
原
油
価
格
に
対
す
る
危
惧
が
高
ま
っ

て
来
て
い
た
か
ら
だ
。 

慎
太
郎
は
、
三
人
で
会
っ
て
石
油
談
義
を
す
る
時
に
、
こ
の
イ
ブ
ラ

ヒ
ム
と
植
木
の
高
価
格
に
対
す
る
全
く
対
照
的
な
態
度
を
い
つ
も
興

味
深
く
見
て
い
た
。 

 「
シ
ン
タ
ロ
ウ
、
終
に
原
油
価
格
は
史
上
最
高
値
を
更
新
し
た
ね
。
な

ん
だ
か
、
ピ
キ
ン
ズ
の
予
言
し
た
通
り
に
な
っ
て
来
た
。
五
〇
ド
ル
も
、

も
う
す
ぐ
そ
こ
の
よ
う
だ
」 

 

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
は
い
つ
も
の
楽
し
そ
う
な
口
調
で
し
ゃ
べ
っ
た
。
慎
太

郎
は
、
さ
す
が
に
、
一
消
費
者
と
し
て
そ
の
言
い
方
が
気
に
障
っ
て
イ

ブ
ラ
ヒ
ム
に
言
っ
た
。 

「
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
、
君
は
原
油
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
と
本
当
に
楽
し
そ

う
だ
ね
。
し
か
し
、
四
〇
ド
ル
を
超
え
る
と
大
変
だ
よ
。
こ
の
水
準
が

長
く
続
く
よ
う
だ
と
、
世
界
経
済
に
も
赤
信
号
が
灯
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
」 

 

こ
の
慎
太
郎
の
発
言
を
受
け
て
、
植
木
は
、
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か

り
に
、
い
つ
も
の
通
り
滔
々
と
喋
り
始
め
た
。 



「
そ
う
で
す
。
誠
に
困
っ
た
状
況
で
す
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
ヤ
ン
ブ
ー

の
襲
撃
事
件
な
ど
が
、
か
な
り
石
油
先
物
市
場
に
影
響
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
市
場
は
ま
す
ま
す
需
給
な
ど
の
フ
ァ

ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
か
ら
乖
離
し
て
、
ジ
オ
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
影
響
を

強
く
受
け
、
プ
レ
ミ
ア
ム
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
異
常
さ
が
嵩
じ
て
い

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
あ
、
サ
ウ
ジ
で
何
か
が

起
き
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
テ

ロ
リ
ス
ト
も
公
然
と
サ
ウ
ジ
の
石
油
施
設
を
攻
撃
す
る
と
言
っ
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
懸
念
は
止
む
を
得
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
サ

ウ
ジ
か
ら
の
石
油
輸
出
が
停
止
す
る
よ
う
な
事
態
は
世
界
的
に
も
脅

威
で
す
。
ま
さ
し
く
緊
急
時
に
相
当
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
、

I

E

A(

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関)

に
よ
る
対
応
が
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
緊
急
時
の
石
油
融
通
シ
ス
テ
ム
は
発
動
さ
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
伝
家
の
宝
刀
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、

市
場
で
懸
念
し
て
も
仕
方
が
無
い
こ
と
と
思
う
の
で
す
が
・
・
・
。
そ

う
な
っ
た
ら
、
ど
う
対
応
す
る
か
を
前
も
っ
て
考
え
て
お
け
ば
良
い
こ

と
で
既
に
そ
れ
は
考
え
ら
れ
て
い
る
筈
で
す
。
そ
れ
を
む
や
み
や
た
ら

に
心
配
し
て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
市
場
で
は
、
現
在
の



需
給
の
み
を
捉
え
れ
ば
良
い
と
思
う
の
で
す
が
」 

 

植
木
は
、
需
給
な
ど
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ(

基
礎
的
諸
条
件)

に

何
の
問
題
も
無
い
の
に
ジ
オ
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
な
ど
の
要
因
で
原
油

価
格
が
上
昇
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。 

そ
こ
で
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
が
植
木
に
質
問
し
た
。 

 

「
ミ
ス
タ
ー
ウ
エ
キ
は
、
い
つ
も
理
路
整
然
と
説
明
し
て
く
れ
る
の

で
助
か
り
ま
す
。
で
す
が
、
現
在
の
石
油
需
給
と
い
う
の
は
、
ど
こ
ま

で
正
確
に
把
握
出
来
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
米
国
の
石
油
需
給
は
、

結
構
早
く
分
か
る
け
ど
世
界
全
体
と
な
る
と
、
ど
う
で
し
ょ
う
」 

 

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
は
日
頃
取
引
を
し
て
い
る
際
に
感
じ
て
い
た
疑
問
を

率
直
に
ぶ
つ
け
て
み
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
こ
の
質
問
は
需
給
の
専
門
家

で
あ
る
植
木
が
悩
ん
で
い
た
問
題
点
の
一
つ
だ
っ
た
。 

「
こ
れ
は
痛
い
と
こ
ろ
を
突
か
れ
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
現
在
は
ジ
オ
ポ

リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
が
最
大
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
国
際
石
油

需
給
統
計
の
精
度
を
ど
の
よ
う
に
高
め
て
行
く
か
は
実
は
大
問
題
な

の
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
さ
ん
が
言
っ
た
米
国
、
そ
れ
に
、

日
本
も
石
油
需
給
動
向
に
つ
い
て
週
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
他
の
国
々
に
つ
い
て
は
月
報
も
無
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
大
変
苦
労



し
て
い
ま
す
。
国
際
石
油
・
ガ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
で
は
、
I

E

A
、
O

P

E

C
、
国
連
な
ど
六
つ
の
国
際
機
関
に
協
力
し
て
も
ら

っ
て
、
正
確
な
石
油
需
給
統
計
の
構
築
に
挑
ん
で
い
る
と
こ
ろ
な
の
で

す
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
こ
の
リ
ヤ
ド
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
国

際
石
油
・
ガ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
時
に
、
サ
ー
ド
皇
太
子
、
そ
れ
に
出
席

し
て
い
た
主
要
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
閣
僚
か
ら
要
請
さ
れ
て
始
ま
っ
た

も
の
で
す
。
市
場
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
方
策
の
一
つ
で
、
誤
解
を

少
な
く
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
た
だ
、
な
か
な
か
、
進
ま
な
い
と

こ
ろ
が
困
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
す
・
・
・
。
先
ほ
ど
の
六
つ
の
国
際
機

関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
盟
国
か
ら
得
た
前
月
の
需
給
デ
ー
タ
を
国
際
石

油
・
ガ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
に
二
〇
日
過
ぎ
に
送
っ
て
、
事
務
局
が

そ
れ
を
ま
と
め
る
だ
け
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
デ
ー
タ
の
提
出
が
完
全

で
は
な
い
の
で
す
。
い
わ
ば
虫
食
い
状
態
な
ん
で
す
」 

 

石
油
需
給
統
計
を
長
年
眺
め
て
き
て
、
現
在
も
最
前
線
で
そ
れ
を
見

て
い
る
植
木
は
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
に
そ
う
説
明
し
た
。 

慎
太
郎
は
、
初
め
て
そ
の
話
を
聞
い
て
、 

「
市
場
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
正
確
な
石
油
需
給
統
計
を
整
備

す
る
と
い
う
の
は
大
変
結
構
な
こ
と
で
す
が
そ
れ
を
実
現
す
る
の
は



至
難
の
技
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
皆
が
揃
っ
て
提
出
し
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
と
い
う
問
題
の
他
に
、
統
計
誤
差
の
問
題
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
世
界
の
石
油
需
要
が
一
日
当
り
約
八
〇
〇
〇
万
バ
レ
ル
と

す
る
と
、
統
計
誤
差
五
％
は
四
〇
〇
万
バ
レ
ル
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
O

P

E

C
の
増
減
産
量
な
ど
を
、
そ
の
中
に
ス
ッ
ポ
リ

と
収
め
て
し
ま
う
規
模
で
す
か
ら
・
・
・
」 

 

と
植
木
に
語
り
か
け
た
。 

「
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
従
っ
て
、
統
計
誤
差
が
五
％
で
は
駄
目
な
の
で

す
。
確
か
に
、
世
界
統
計
を
考
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
程
度
の
誤
差
は

止
む
を
得
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
な
ん
と
か
一
％
程
度
に
ま
で

精
度
を
高
め
た
い
と
思
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
ご
存
知
の
通

り
、
統
計
は
速
報
ベ
ー
ス
と
確
報
ベ
ー
ス
で
は
修
正
が
入
る
も
の
で
す
。

ひ
ど
い
時
に
は
何
年
も
経
っ
て
か
ら
見
直
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

世
界
全
体
で
、
透
明
性
を
高
め
る
た
め
の
取
組
が
是
非
と
も
必
要
で
あ

る
と
の
認
識
は
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
」 

 

植
木
は
、
そ
う
応
え
な
が
ら
、
問
題
点
が
山
積
み
で
あ
る
こ
と
は
分

か
っ
て
い
た
の
で
、
少
し
で
も
、
整
備
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。 



「
ミ
ス
タ
ー
ウ
エ
キ
、
先
物
を
取
り
扱
う
人
は
、
米
国
の
週
報
は
欠
か

さ
ず
見
て
い
ま
す
。
水
曜
日
に
は
、
そ
の
前
の
週
末
、
金
曜
日
の
デ
ー

タ
が
公
表
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
市
場
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
局
の
統
計
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
無
料
で
見
れ
ま
す
し
米
国
は
進
ん
で
い
ま
す
。」 

 

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
は
い
つ
も
見
て
い
る
米
国
統
計
の
先
進
性
を
説
明
し

た
。 植

木
も
、
米
国
の
統
計
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
認
め
て
い
た
。
そ
し

て
、
米
国
は
世
界
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
世
界
最
大
の
石
油
消
費
国

だ
し
、
世
界
中
か
ら
資
金
の
集
ま
る
米
国
市
場
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

の
は
仕
方
の
無
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
。 

 

 

一
方
、
慎
太
郎
は
、
ス
ル
タ
ン
か
ら
聞
い
た
ア
シ
ー
ル
の
経
済
格
差

問
題
な
ど
を
想
い
起
し
て
い
た
。
理
由
は
と
も
か
く
原
油
価
格
が
上
昇

し
て
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
収
入
が
増
加
す
れ
ば
、
低
価
格
で
経

済
が
疲
弊
す
る
よ
り
も
相
対
的
に
こ
の
国
は
政
治
的
に
も
安
定
す
る

か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
考
え
て
い
た
。 



 
植
木
は
、
第
九
回
国
際
石
油
・
ガ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
す
る
た
め

翌
一
八
日
に
は
リ
ヤ
ド
を
出
発
し
た
。 

 
 

 

リ
ヤ
ド
で
は
、
五
月
二
二
日
の
夕
方
、
サ
ウ
ジ
国
立
銀
行
の
前
で
ド

イ
ツ
人
が
砂
漠
の
サ
ソ
リ
に
よ
り
射
殺
さ
れ
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
銀

行
の
前
に
駐
車
し
て
い
た
車
か
ら
機
関
銃
で
ド
イ
ツ
人
の
頭
に
一
発
、

胸
に
四
発
弾
丸
を
打
ち
込
み
走
り
去
っ
た
。 

ド
イ
ツ
は
イ
ラ
ク
に
軍
隊
を
派
遣
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た

の
で
、
欧
米
人
に
と
っ
て
は
殆
ど
無
差
別
テ
ロ
に
近
い
状
態
だ
っ
た
。 

こ
の
事
件
で
リ
ヤ
ド
に
滞
在
す
る
欧
米
人
の
懸
念
が
よ
り
一
層
高

ま
っ
た
。 

  

原
油
価
格
は
相
変
わ
ら
ず
高
か
っ
た
。
五
月
二
四
日
に
は
、
四
一
・

七
二
ド
ル
と
な
り
、
ま
た
ま
た
史
上
最
高
値
を
更
新
し
た
。 

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
は
、
更
に
原
油
価
格
が
高
く
な
っ
た
こ
と
で
ま
す
ま
す

嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
生
憎
、
植
木
が
い
な
い
の
で
そ
の
議
論

が
出
来
な
い
こ
と
を
残
念
が
っ
て
い
た
。
他
方
、
慎
太
郎
は
、
オ
ラ
ン

ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
原
油
高
価
格
に
つ
い
て
大
激
論
が
行
わ



れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
植
木
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
。 

 
 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
五
月
二
九
日
の
土
曜
日
早
朝
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

の
東
部
、
石
油
産
業
の
中
心
地
・
ア
ル
コ
バ
ー
ル
で
砂
漠
の
サ
ソ
リ
に

よ
る
銃
乱
射
事
件
が
起
こ
り
二
二
人
の
死
者
が
出
て
し
ま
っ
た
。 

  

若
い
軍
服
を
着
た
四
人
の
若
者
が
、
ア
ラ
ブ
投
資
会
社
の
門
の
前
に

現
れ
、
衛
兵
に
従
業
員
住
宅
の
場
所
を
聞
い
た
。 

二
人
の
衛
兵
は
、
不
審
に
思
い
侵
入
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ

の
場
で
射
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
、
運
悪
く
通
学
用
の
G

M

C
サ
バ
ー
バ
ン
が
通
り
か
か
り
テ
ロ
リ
ス
ト
の
攻
撃
を
受
け
た
。 

子
供
三
人
と
運
転
手
は
逃
げ
た
が
、
一
〇
歳
の
エ
ジ
プ
ト
人
の
子
供

が
車
の
中
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
少
年
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト

か
ら
投
げ
込
ま
れ
た
手
榴
弾
に
よ
り
爆
死
し
た
。 

続
い
て
、
欧
米
系
石
油
企
業
の
入
る
石
油
セ
ン
タ
ー
が
襲
わ
れ
、
米

国
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
が
射
殺
さ
れ
た
。
こ
こ
で
国

家
警
備
隊
と
銃
撃
戦
と
な
り
、
警
備
隊
は
テ
ロ
リ
ス
ト
が
セ
ン
タ
ー
内

に
侵
入
す
る
の
は
阻
止
出
来
た
も
の
の
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
米
国
人
の
遺



体
を
車
に
括
り
つ
け
走
り
去
る
の
を
止
め
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。 

「
ア
ラ
ー
フ
・
ア
フ
バ
ル
」 

「
ラ
イ
ラ
ハ
・
イ
ラ
ラ
・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ラ
ス
ル
ー
ラ
」 

 

テ
ロ
リ
ス
ト
は
米
国
人
の
遺
体
を
引
き
摺
り
な
が
ら
車
の
中
で
繰

り
返
し
そ
う
叫
ん
だ
。 

 

テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
ダ
ン
マ
ン
・
ア
ル
コ
バ
ー
ル
高
速
道
路
を
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
引
き
摺
っ
た
後
に
、
そ
こ
で
よ
う
や
く
米
国
人
の
遺
体

を
捨
て
た
。 

 

そ
の
後
、
テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
オ
ア
シ
ス
・
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
に
侵
入
し

人
質
を
取
っ
て
立
て
篭
も
っ
た
。 

オ
ア
シ
ス
・
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
内
で
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
り
地
獄
の

喚
問
が
行
わ
れ
た
。 

彼
等
は
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
内
の
住
宅
を
一
軒
、
一
軒
訪
れ
イ
ス
ラ
ム
教

徒
で
あ
る
か
な
い
か
を
訊
問
し
た
。
そ
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
は
手

を
出
さ
な
か
っ
た
が
異
教
徒
は
そ
の
場
で
射
殺
し
た
。 

射
殺
さ
れ
た
欧
米
人
は
イ
ギ
リ
ス
人
一
人
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
一
人

と
少
な
く
、
イ
ン
ド
人
八
人
、
サ
ウ
ジ
人
三
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
三
人
、



ス
リ
ラ
ン
カ
人
二
人
、
南
ア
フ
リ
カ
人
一
人
と
欧
米
以
外
の
犠
牲
者
が

多
か
っ
た
。
ま
た
、
二
五
人
が
負
傷
し
た
。 

 
 

 

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
は
、
多
数
の
イ
ン
ド
人
が
殺

さ
れ
た
こ
と
に
憤
慨
し
て
い
た
。 

 

 

慎
太
郎
は
、
南
が
心
配
だ
っ
た
の
で
早
速
電
話
を
入
れ
て
み
た
。 

南
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
が
襲
わ
れ
た
わ
け
で
は
無
か
っ
た
の
で
大
丈

夫
か
と
は
思
っ
た
が
続
け
て
事
件
が
発
生
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
南

は
幸
い
無
事
で
慎
太
郎
を
心
配
さ
せ
ま
い
と
空
元
気
に
し
て
い
た
。 

 

  

原
油
価
格
は
、
こ
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
都
市
で
起
こ
っ
た
コ

ン
パ
ウ
ン
ド
襲
撃
事
件
を
受
け
、
週
明
け
の
六
月
一
日
に
は
四
二
・
三

三
ド
ル
と
な
り
、
ま
た
ま
た
史
上
最
高
値
を
更
新
し
て
し
ま
っ
た
。 

  

六
月
二
日
の
朝
に
は
、
リ
ヤ
ド
郊
外
で
米
国
人
の
乗
っ
た
車
二
台
が

テ
ロ
リ
ス
ト
の
乗
っ
た
車
か
ら
銃
撃
さ
れ
た
。 

二
台
の
車
は
、
伴
っ
て
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
を
出
発
し
た
が
、
高
速
に
入

っ
た
と
こ
ろ
で
追
っ
て
き
た
車
か
ら
狙
撃
さ
れ
た
。
一
人
の
米
国
人
は



軽
傷
を
負
っ
た
も
の
の
、
幸
い
二
台
の
車
は
直
ぐ
に
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
に

逃
げ
帰
る
こ
と
が
出
来
た
。
リ
ヤ
ド
で
は
五
月
二
二
日
の
ド
イ
ツ
人
射

殺
事
件
に
続
く
車
か
ら
の
テ
ロ
攻
撃
の
発
生
に
よ
り
テ
ロ
に
対
す
る

脅
威
が
一
段
と
高
ま
っ
た
。 

一
方
、
治
安
当
局
の
捜
索
に
よ
り
タ
イ
フ
で
二
人
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が

射
殺
さ
れ
た
。 

 
 

 

慎
太
郎
は
、
相
変
わ
ら
ず
、
サ
ウ
ジ
の
治
安
能
力
に
高
い
信
頼
を
寄

せ
て
は
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
テ
ロ
の
多
様
化
、
無
差
別
化
は
心
配
の

種
だ
っ
た
。 

冷
静
に
分
析
す
れ
ば
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
標
的
は
米
英
及
び
イ
ラ
ク
に

お
け
る
そ
の
同
盟
国
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
は
標
的
攻
撃
に
巻
き
込
ま
れ

た
か
、
英
米
人
と
見
間
違
わ
れ
て
襲
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。

テ
ロ
リ
ス
ト
も
無
駄
な
攻
撃
は
し
た
く
な
い
筈
だ
。
し
か
し
、
世
間
一

般
の
人
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
な
い
で
テ
ロ
リ
ス
ト
は
無
差
別
に
攻

撃
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
が
ち
だ
。 

冷
静
に
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
の
、
こ
の
リ
ヤ
ド
の
住
民
の

中
に
も
い
つ
ど
こ
で
攻
撃
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
と
不
安
を
高
め
て



い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。 

 

慎
太
郎
は
、
暫
ら
く
考
え
た
末
、
将
来
の
社
長
と
嘱
望
さ
れ
て
い
る

石
渡
専
務
に
何
か
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
、
再
度
、
リ
ヤ
ド
訪

問
を
取
り
止
め
る
よ
う
進
言
す
る
こ
と
に
し
た
。 

苦
労
の
末
に
、
や
っ
と
セ
ッ
ト
し
た
会
談
を
中
止
に
す
る
の
は
、
慎

太
郎
に
と
っ
て
忍
び
難
い
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
が
止
む
を
得
な
い
こ

と
だ
っ
た
。
ま
た
、
ア
リ
石
油
相
、
ス
ル
タ
ン
に
も
申
し
訳
な
い
が
、

ア
ル
コ
バ
ー
ル
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
襲
撃
事
件
、
リ
ヤ
ド
で
の
欧
米
人
襲

撃
事
件
と
続
い
て
起
き
た
の
で
、
ア
リ
石
油
相
、
ス
ル
タ
ン
も
了
解
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
了
解
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
も
致

し
方
な
い
。 

 

そ
う
思
っ
て
、
慎
太
郎
は
三
日
の
朝
、
意
を
決
し
て
東
京
に
電
話
を

入
れ
た
。
日
本
と
の
時
差
は
六
時
間
だ
か
ら
後
一
時
間
も
す
れ
ば
退
社

と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。 

「
こ
ん
に
ち
は
、
石
渡
の
秘
書
の
山
岸
で
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

電
話
の
向
こ
う
か
ら
は
い
つ
も
の
爽
や
か
な
声
が
聞
こ
え
た
。
周
囲

に
日
本
女
性
の
い
な
い
リ
ヤ
ド
に
い
る
と
心
が
和
ん
だ
。 



「
こ
ん
に
ち
は
。
山
岸
さ
ん
、
い
つ
も
お
世
話
様
。
リ
ヤ
ド
の
池
波
で

す
。
こ
ち
ら
で
は
、
ま
だ
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
で
す
け
ど
ね
」 

 

と
慎
太
郎
が
言
う
と
、
商
社
の
専
務
秘
書
ら
し
い
応
え
が
あ
っ
た
。 

「
そ
う
で
す
か
、
リ
ヤ
ド
と
東
京
の
時
差
は
六
時
間
で
し
た
で
し
ょ
う

か
。
い
か
が
で
す
か
。
そ
ち
ら
は
大
分
熱
く
な
り
ま
し
た
か
。
治
安
が

悪
い
よ
う
で
す
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
付
け
下
さ
い
。
石
渡
専
務

で
す
ね
。
今
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
少
々
お
待
ち
く
だ
さ
い
」 

 

遠
く
リ
ヤ
ド
に
い
る
慎
太
郎
に
は
、
山
岸
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い

が
嬉
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
石
渡
と
の
会
話
を
考
え
る
と
、

ま
た
、
気
が
重
く
な
っ
た
。 

「
や
あ
、
池
波
君
、
こ
の
間
は
有
難
う
。
ア
リ
石
油
相
と
の
会
談
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
」 

 

開
口
一
番
、
石
渡
は
い
つ
も
の
元
気
な
声
で
そ
う
言
っ
て
く
れ
た
。

瞬
時
に
し
て
慎
太
郎
の
心
は
晴
れ
た
。
一
連
の
事
件
を
伝
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
石
渡
は
続
け
て
喋
っ
た
。 

「
ヤ
ン
ブ
ー
に
続
い
て
、
ア
ル
コ
バ
ー
ル
で
テ
ロ
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
、

リ
ヤ
ド
で
も
ド
イ
ツ
人
が
殺
害
さ
れ
た
り
し
て
大
分
治
安
は
悪
化
し

た
よ
う
だ
ね
。
こ
ち
ら
で
も
君
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
が
、
元
気
そ



う
な
の
で
安
心
し
た
よ
。
ま
あ
、
君
が
欧
米
人
と
間
違
え
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
と
は
思
っ
て
い
た
が
ね
」 

 

最
後
は
笑
っ
て
い
た
。
石
渡
は
急
激
に
悪
化
し
た
サ
ウ
ジ
の
治
安
状

況
を
完
全
に
把
握
し
た
上
で
の
決
断
だ
っ
た
。
何
が
起
き
て
も
不
思
議

で
は
な
い
、
こ
の
サ
ウ
ジ
に
次
期
社
長
候
補
の
石
渡
が
来
て
く
れ
る
。

慎
太
郎
は
、
た
だ
、
礼
を
言
う
の
み
だ
っ
た
。 

慎
太
郎
は
、
そ
の
後
の
石
油
省
と
の
調
整
具
合
を
石
渡
に
説
明
し
、 

「
そ
れ
で
は
、
一
〇
日
に
空
港
で
お
会
い
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
お

待
ち
し
て
い
ま
す
」 

 

と
言
っ
て
受
話
器
を
置
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
受
話
器
に
向
か
っ
て

手
を
合
わ
せ
た
。 

  

そ
の
後
、
六
月
六
日
に
は
、
リ
ヤ
ド
南
部
で
、
五
月
二
九
日
に
起
き

た
ア
ル
コ
バ
ー
ル
銃
乱
射
事
件
を
取
材
す
る
た
め
に
サ
ウ
ジ
を
訪
れ

て
い
た
B

B

C
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
射
殺
さ
れ
記
者
が
重
傷
を
負
う

と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
八
日
に
は
、
国
家
警
備
隊
の
訓
練
を
請
け

負
っ
て
い
た
米
国
人
が
自
宅
で
テ
ロ
リ
ス
ト
に
襲
わ
れ
頭
部
に
七
発

の
弾
丸
を
打
ち
込
ま
れ
惨
殺
さ
れ
た
。
こ
の
殺
害
の
模
様
は
テ
ロ
リ
ス



ト
に
よ
り
ビ
デ
オ
撮
影
さ
れ
、
そ
の
映
像
が
テ
ロ
リ
ス
ト
の
ウ
ェ
ッ
ブ

サ
イ
ト
を
通
じ
て
配
信
さ
れ
た
。 

  

今
度
は
、
慎
太
郎
は
、
石
渡
に
は
思
い
止
ま
る
よ
う
電
話
を
す
る
こ

と
は
控
え
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
の
攻
撃
が
欧
米
人
に
絞
ら
れ
て
い
た
し
石

渡
の
決
意
は
固
か
っ
た
か
ら
だ
。
急
に
取
り
止
め
る
場
合
は
、
石
渡
か

ら
連
絡
が
あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
リ
ヤ
ド
支
店
は
、
あ
ら
ゆ
る
危

険
性
を
考
え
、
最
善
の
体
制
を
敷
い
た
。 

 
 

 

六
月
一
〇
日
の
夜
、
慎
太
郎
は
、
感
無
量
の
面
持
ち
で
リ
ヤ
ド
国
際

空
港
に
立
っ
て
い
た
。 

  

石
渡
は
、
慎
太
郎
が
昨
年
一
一
月
に
リ
ヤ
ド
に
赴
任
し
た
時
と
同
じ

便
だ
っ
た
。 

 

慎
太
郎
に
は
、
機
上
か
ら
見
た
光
景
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
半
年
以
上
に
亘
る
労
苦
が
よ
う
や
く
報
わ

れ
る
の
だ
と
思
う
と
自
然
に
目
頭
が
熱
く
な
っ
て
来
た
。 


